
キ艮来寺坊院跡

---こ

重要文‘佗財大 師 堂

平成 7年 3月

和歌山県教育委員会



根来寺坊院跡

平成 7年 3月

和歌山県教育委員会



根米寺山内遠景（南上空から）
ー：；拿葛でア£

根来寺山内遠景（東上空から）



序文

本県那賀郡岩出町に所在します根来寺は、高野山金剛峯寺・粉河

寺 ・熊野三社と並ぶ県下有数の寺院であり、聖地でもあります。こ

の根米寺は、中世末期羽柴秀吉の紀州攻めのおり、大伝法堂の一画

と山門を除きことごとく焼失したことは皆様もよくご存じのことと

思います。

昭和51年、広域営農団地農道整備事業に伴う発掘調査以来、本年

度の調査で19年間にわたり発掘調査を実施してきたところです。こ

の間、財団法人和歌山県文化財センターや岩出町教育委員会による

山内各所の発掘調査により、中世根来寺の姿をある程度知ることが

できるようになりました。

今後は、第 1期根来寺坊院跡発掘調査報告書にも示しましたよう

に、この良く残された根来寺山内の保存整備に取り組む所存であり

ますので、地域の方々をはじめ県民の皆様、また関係機関各位の一

層のご協力をお願い致します。

平成 7年 3月31日

和歌山県教育委員会

教育長西川時千代



例ロ

1 本書は、和歌山県教育委員会が国庫補助事業として平成 2年度から 5ヵ年計画で実施した第二期根来寺坊院跡

発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、平成 2年度から平成 5年度までは財団法人和歌山県文化財センターに委託し、平成 6年度は和歌

山県教育委員会が実施した。

3 平成 2年度から平成 5年度までの発掘調査については、各年度に報告書を刊行しているので詳細については各

年度の調査報告書を参照されたい。

4 本書の遺物実測図と遺物図版に付した番号は一致する。また、遺物の実測図は1/3で掲載した。ただし、遺物写

真については任意の大きさである。なお、遺物写真だけのものについては、 100番代の番号を付している。

5 本書で使用した遺構の略称は下記のとおりである。

SD:溝、 SK:土坑、 SB:建物、 SG:池、 SF：道、 sx:その他

6 平成 6年度の発掘調査は和歌山県教育委員会文化財課主幹菅原正明と技師黒石哲夫か担当し、遺物写真は黒石

か、 トレース及び本書の作成は辻林浩が担当した。

7 本書の遺物実測には上垣内真喜子、宮本真由美の協力を得た。

8 発掘調査に当たっては宗教法人根米寺に、本書の作成に当たっては財団法人和歌山県文化財センターの協力を

得た。
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I はじめに

根来寺は、紀ノ川の北岸、和泉山脈南麓の「北山」と呼ばれる峰々とその南の東西に伸びる独立

山塊状の「前山」に挟まれた盆地状地形に位置し、行政区画では那賀郡岩出町根来に所在する。

新義真言宗総本山である一乗山大伝法院根米寺は、保延 6年 (1140) 高野山から根来の豊福寺に

止住した正覚坊覚鐙 （賜号 ・興教大師、嘉保 2年・ 1095～康治 2年・ 1143) により開創され、現在

も法灯を受け継ぐ名刹であるか、天正13年（1585)羽柴秀吉の紀州攻めによりその数 2千ともある

いは 3千とも伝えられた坊院堂舎は、大伝法院の一画と山門を除きー山ことごとく焼失する。いわ

ゆる「天正の兵火」かこれである。焼失をまぬがれた建物のうち多宝塔（国宝）と大師堂（重要文

化財）は現地に残るか、大伝法堂は秀吉の部下の文蔵司の手により破却され、本尊の丈六三腺像と

ともに運び去られた（『顕如上人雑記』）。また、山門も羽柴秀長により大和郡山城の城門に移策され

た。この惨憎たる状態からの復興は、兵火後15年がたった慶長 5年 (1600) 関ヶ原で勝利した徳川

家康の再興許可に始まる。兵火後25年かたった慶長15年には、紀州藩主となった浅野幸長により大

伝法堂の三尊像が返還され、また各地に難を避けていた学侶・行人の帰山が相次ぎ、元和元年(1615)

には59の復興寺院を数えるまでになった。その後も復興寺院の数は増え、寛永10年 (1633)には78、

宝永 7年（1710) には86を数え、寛政、文化、文政と主要伽藍の再建を果たし、嘉永 5年 (1852)

の大門の落慶供養をもって復興が終わる。

第 1図 位置図
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現在、境内には天正の兵火から焼失を免れた固宝の大塔・重要文化財の大師堂ほか、江戸時代に

再建された県指定文化財の大伝法堂・大門・不動堂・常光明真言殿、町指定文化財の聖天堂・行者

堂、九社明神・奥の院、子院の円明寺•愛染院・蓮華院、明治以降に建てられた菩提院・三部権現・

本坊・元の県議会議場を移築した一乗閣、子院の律乗院・密厳院が点在するだけであるか、 1日境内

地全域に子院敷地の石垣が水田の区画として残されており、往時あるいは再興時の姿を偲ばせてく

れる。

根来寺で発掘調査が開始されたのは、紀ノ川北岸に計画された広域営農団地農道整備事業（広域

農道橋本岩出線建設事業）が根来寺山内に及んだことに端を発する。この工事に立会って調査を行っ

たところ、中・近世の遺構や遺物、また天正13年の兵火を示す焼土層が検出された。昭和49年 3月

県教育委員会発行の「和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図」にも周知の遺跡として記載されていな

かったように、誰一人として、中世や近世の根来寺かこれほど良好な状態で往時の姿を地中に留め

ていようとは思ってもいなかった。その後、 10ヵ年にわたる重要遺跡確認調査、大規模農道の建設、

町道の改修、民家の新改築等に伴う発掘調査を経て、おぼろげながら中近世とりわけ中世根来寺の

姿がその輪郭を現しつつあり、これまでに以下のようなことか判明している。

1.前山稜線には山門と櫓や土塁、南斜面には竪堀・堀切などが検出されているが、このことから

根来寺が城郭あるいはこれに準じる構造を持っていたとは即座に断じることはできないまでも、

軍事的防御施設を備えていたことは明らかである。なお、根来街道を隔てた西には、『那賀郡誌』 に

みえる「根来古城」が位置していたことが近年の調査で明らかになった。

2.坊院は山内の中央部だけでなく、前山の北斜面や北山南斜面谷筋の奥深くまで建てられている。

まず山内中心部（円明寺周辺）に子院の建立が始まり、その後周辺部に広がり、最盛期には北 山

の谷奥まで子院の建立がみられるようになる。

3. 山内は南西に向かう緩傾斜地であるため、坊院の敷地の多くは石垣を築き雛壇状に造成されて

いる。石垣の高さは坊院の立地条件により異なるが、これまでの調査で残りのよいもので 5.5m を

測る。敷地はほぼ矩形を呈し、四周に土塀を巡らせ、正面に門を切り開き、敷地と道路に高低 差

のある場合は階段を設けている。

4. 坊院内には主屋、付属屋、堂、倉庫が配される。平地に立地する坊院の建物の多くは瓦葺であ

るか、谷筋のそれは瓦が出土しないことから屋根は柿葺・板葺ではないかとみられる。また、数 は

少ないが園池も検出されている。

5. 山内から出土する遺物は12世紀から近世におよび、それらには仏具・武具・エ具・装飾品など

の金属製品、宝偲印塔・五輪塔・板碑・硯・砥石・臼などの石製品、漆器・下駄・櫛・箸・曲物・

桶・建築部材などの木製品、土師器、瓦器、瓦質土器、須恵質土器、美濃・瀬戸系施釉陶器、備前

焼・丹波焼・信楽焼・常滑焼などの焼締陶器、青磁・白磁・染付などの中国製磁器、朝鮮製陶磁器

など多種多量であり、これらに加えて復興後の遺物として多量の伊万里磁器などがある。

今次の 5ヵ年計画の発掘調査は、円明寺ほかの根来寺坊院跡の最も重要な部分の整備を図るため

の基礎調査であり、平成 2年度には宗祖覚鐙建立の円明寺跡とされる現円明寺周辺、平成 3年度に

は豊福寺跡とされる本坊周辺、平成 4年度には大伝法院跡とされる大伝法堂周辺、平成 5年度には

密厳院跡とされる不動堂周辺、本年度は主に大門跡を確認するための発掘調査を行った。

-2-
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II 調 杏一

平成 6年度の調査成果を述べる前に、過去 4年間の調査概要を再録しておく 。

1 平成 2年度の調査

山内のほぼ中心部に位置し、開山の地とさ

れる円明寺周辺の 3地点について発掘調査を

実施した。当地域は現在でもこんもりとした

森となっており、その一画に江戸時代後期に

建てられた御影堂と拝殿が残る。この周辺の

過去の調査では、根米寺の創建時に近い12世

紀後半から13世紀代の遺物か出土している。

I区は三部権現の南西に位置するか、後世

にかなりの削平を受けたもようで、顕著な遺

構、遺物は検出されていない。

II区は円明寺の南東約50m地点に位置し、

これまでの発掘調査では例をみない幅約1.2 

mの築地塀が検出され、天正以前に大規模な

子院か存在が想定されている。この築地塀は、

現在の水田区画あるいは過去に行った周辺の

調査で検出され子院区画とその

方位を同じくすることから、円

第 3図 円明寺推定地周辺古絵図

明寺の築地塀の可能性がある。

また、これも類例の少ない、便

所ではないかとみられる長径80

cm、短径60cm、深さ 60cmを測る

上方に開くように積み上げられ

た石組遺構も検出されている。

III区は律乗院の前庭と裏庭で

ある。ここでは江戸時代の井

戸・ 埋桶・石組の溝、天正の兵

火にかかる時期のものとして溝・上坑などを検出した。

2 平成 3年度の調査

9
/
 

¥ / n 5 m 

第 4図 II区遺構平面図

根米寺開山以前、当地に建立されていたとされる豊福寺跡推定地および根米寺中門の確認をおこ

なうため 4地点で調査を実施した。

農福寺については具体的な資料は残されておらず、またその位置も定かではないか、円明寺跡と

される地区の北東、現在の本坊西半部から九社明神の鎮座する辺りまでの地が比定されている。

-5 



I区は現光明殿への参道東側に当たる地点である。この調査区では、現参道より 一時期古い参道

の縁石と石段を検出した。石段の間隔は不規則で広い部分で約 4m、狭い部分で約 2mである。お

そらく地形に則したためとみられる。この石段は出土遺物などから江戸時代後期以降のものと思わ

れることや、現参道が明治25年に老門の新築に伴い作り直されたことか知られているところから、

江戸時代後期から明治25年までの間使用されていた参道とみられる。

II区は参道西側、蓮池の南に当る地点である。本地点は、近世の絵図では「堂ヤシキ」と記され

た細長い空き地となっており、現在でもこの部分は絵図通りの形状で残されている。ここでは幅約

1 mの間隔をあけ溝 2条が検出されている。この溝は出土遺物から江戸時代中頃に廃絶したものと

みられる。

III区は本坊の西にある聖天池の西側、九社明神の参道脇にあたる地点である。現在は杉木立となっ

ているか、中祉根来寺の姿を伝えているといわれる絵図では、この周辺には地蔵堂・宝塔 ・西塔な

どの建物か描かれている。

検出遺構には土坑、井戸、石敷遺構などを検出した。土坑は隅丸方形で、ほぼ垂直に掘られてお

り、埋土から13世紀後半の瓦器椀や土師器皿などか出土している。おそらく木枠井戸であ ったもの

と思われる。井戸は径70cm、深さ1. 5 m以上を測る石組で比較的小振りで、雑な積みである。下

方に向かいやや開き気味の構造であることから天正以前に造られた可能性もあるか、出土遺物に近

世の陶製灯明皿がみられることから、近世に入ってから廃絶したものと判断される。この井戸の南

に隣接して石敷遺構が検出されている。五輪塔の笠部を逆にし不整形な馬蹄形に配置したもので、

その内部にレベルを意識したかのように王石をはぼ同じ高さに敷き詰めた遺構が検出されている。

井戸との関係からみれば、井戸が造られた後この石敷遺構か造られており、井戸に伴う流し場とし

ての施設である可能性か高い。

第 5図 豊福寺推定地周辺古絵図

CD 

0 ,1l--

5m 

第 6図 III区遺構平面図
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w区は九杜明神杜の背後に当る小さな谷筋に位置

し、木の生い茂る荒蕪地であるか、約10cmの表土下に

は平均80cmの厚さで黄色の山土が堆積していた。

CD 
この

山土は均ーできれいな土であり、 一気に埋められた様

子が窺える。この堆積土中からは16世紀代の土師器皿、

備前焼の鉢、五輪塔などの石造遺物が出土しているか、

近世の遺物は一片も出土していない。前述の絵図にも

九杜明神杜が描かれていることから、天正の兵火以前

に九杜明神杜を現在の形にするにあたり、背後のこの

地を一段高く造成・整備したものと思われる。この黄

色の山土直下、地山直上において200個あまりの石造遺

物が出土した。いずれも散乱した状態であり、原位置

]

[

.

J

ご

：：

口

か

・

[
9
5

L
 

ー

9,'¥

棄されたとは考えられず、

を保ったものとは考えがたい状況である。これらは投

この谷筋に安置されていた I 
ー 一~ク~

もののようである。

平成 3年の調査では根来寺の前身ともいえる豊福寺

の時期までは遡れないまでも、根来寺建立期に近い遺

構の検出されたことは注目する必要がある。
第 7図

JOm 

w区遺構平面図

平成 4年度の調査

根米寺の中心伽藍である大伝法院を探るた

3
 

め、旧大伝法院周辺の調査を行うこととしたが、

1日大伝法院の中心部は、現在も国宝の大塔、重

要文化財の大師堂、県指定文化財の大伝法堂が

建ち並ぶため、「根米寺伽藍古絵図」に描かれた

門、馬頭観音堂、不動堂、普賢院などの跡地と

考えられる地点で計 8本のトレンチ調査を行っ

た。

現大伝法堂の東側に東西方向と

南北方向に設けたT字形のトレンチである。東

西方向のトレンチ西端で現大伝法党側に面を持

Aトレンチ

つ石列を検出した。検出した石列は 1段である

か、割石が多数散乱するところから土塀あるい

は石垣であった可能性かある。

現大伝法堂の南東に設けたトレ

ンチである。表上直下に薄い焼土層を検出した

が、近世以降の焼土層である。焼土層の下層は人頭大あるいはそれ以上の和泉砂岩の角礫を含む黄

色土となるが、この黄色土は江戸時代に大伝法堂を再建したと きの地業 と考えられる。

Bトレンチ 第 8図 大伝法院推定地周辺古絵図

-7-



Cトレ ンチ 大伝法堂正面に位置する階段東側に設けたトレンチである。現在の階段は、大伝法

堂 とは軸線か東へ扁しているため、後世の所産と考えられるため前身のそれを解明するため調査を

行った。このトレンチでは土塀の碁礎が検出されたものの、近世以降の造作と考えられるが時期を

限定するには至っていない。

Dトレ ンチ 現大伝法院を囲む土塀前面にこれと並行して設けたトレンチである。地山直上でわ

ずかに天正の兵火と考えられる焼土層が見受けられたか、この焼土層の上で石列を検出した。

Eトレ ンチ 現大伝法堂正面の階段西側に設けたトレ ンチである。Cトレンチで検出した石垣と

対称となる土塀の基礎を検出した。

Fトレンチ Eトレンチを設定した段の下方平坦地に設けたトレンチである。遺構にはEトレン

チで検出した石垣の延長とみられる石積みのコーナーを検出したに止まる。

Gトレンチ Aトレンチの南側に設けた）、レンチである客土下で溝を検出したか時期は不明であ

る。

Hトレンチ Gトレンチの東に設けたトレンチである。客土下は整地土で、遺構は検出されなかっ

た。

調査の結果、いずれの地点においても近世

再興時の整地が著し〈、検出遺構のほとんど

は江戸期のものであり、初期あるいは中世根

米寺の中心伽藍であった旧大伝法院について

はつまびらかにすることはできなかった。

4 平成 5年度の調査

根来寺の開祖である覚鐙の高野山での私坊

を、頼喩が正応元年高野山からこの地に移っ

た際、大伝法堂とともに移し、円明寺、神宮

寺とともに根来寺の伽藍を構成する主要な子

院の一つに密厳院かある。江戸時代の「紀伊

名西図會」によれば、密厳院には錐鑽不動堂、

求聞持堂、多宝塔、毘沙門堂、鐘楼など多数

の建物や施設があ ったとされている。 しかし

ながら、その明確な位置については不明であ

るが、現在の不動堂の南側一帯と考えられて

いる。この密厳院及びその周辺を明らかにするため、

計 3地点の発掘調査を実施した。

I区は広域農道から錐鑽不動堂への参道西側の調査

区である。中世遺構の残存状態は悪く、石組井戸を検

出したにすぎず、他はすべて18世紀中頃以降の新しい

時期のものであった。近世の主な遺構には、暗渠排水

溝、埋桶、竹を利用した導水管かある。

第9図 密厳院推定地周辺古絵図
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第10図 瓦窯平面図
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II区は錐鑽不動堂の西約50m地点に設けた調査区である。尾根の裾部を削り造成した子院敷地跡

である。検出した遺構には、中世の遺構として尾根の切土側に擁壁としての石垣、土坑、溝などか、

近世の遺構として瓦窯かある。

このうち特筆すべき遺構として瓦窯がある。近世の遺構とはいえ根来寺坊院跡の長い調査の中で

も初めてのことである。焼成部は削平を受けているため全容は不明であるか、幅約1.8m、長さは復

元で3.5mはどの規模になるものと思われる。焚口部は幅約40cm、燃焼部は一段低く焼成部に 向い斜

めに立ち上かっていく 。分炎柱は、粘土と瓦を交互に積み重ねて作られており、幅20cmで4列の構

造になっている。壁面には枯土が貼られているか、厚さ 3cmはどにわたって瓦状に固く焼き締まり、

その外側の地山も赤く変色している。単独で存在することや規模が小さいことから、差し替え用の

瓦を焼いた一時的な窯であろう。

III区は錐鑽不動堂と広域農道を挟み

対峙する位置にある泉庭の時期をさぐ

るために設けた調査区である。従来、

この泉庭は形態から室町時代まで遡る

ものではないかとされてきたものであ

るが、調査の結果、池の肩よりも低い

レベルで江戸時代の目隠塀の基礎か検

出された。加えて、平成 6年度にこの

泉庭の東側約 5mの地点に東屋か建設

されることになり、岩出町教育委員会

か発掘調査を行ったところ甕ピ ットと

呼ばれる埋礎遺構が検出されるなど、

この泉庭の時期の再考を促す材料を提

供したことになる。

5 平成 6年度の調査

天正の兵火以前の根米寺伽藍を示すといわれる 「根来寺伽藍古絵図」から、古西大門は現大門の

位置を大き〈外れることなく建てられていたものと考えられる。大門南側での発掘調査 （町道北大

＿
、

I
15m 

第11図 泉庭測量図

池線改良工事に伴う発掘調査： 1988)では大門跡と考えられる遺構が検出されていないため、本年

度の調査では大門の西側、南西側、南側で確認調査を行うこととした。計 3地点のトレンチ調査を

行い、 I区では暗渠排水溝、 II区では道跡、 III区では半地下式倉庫や池状遺構等を検出した。

また、 「根米寺伽藍古絵図」に描かれた廟所跡を確認するため、 古絵図に示された「廟所」跡に西

隣する地点のトレンチ調査を行ったか、廟所に関連する遺構は検出されず子院の存在を示す埋甕遺

構などを検出した。各調査区の主な遺構については下記のとおりである。

A 遺構

a I区の遺構

大門の西約35mにトレンチを設定し、発掘調査を行った。調査面積は道路や立木による制約かあ

り、約35mを発掘したにとどまる。検出遺構は暗渠排水溝だけである。

-9-



S D-01 第12図 大門周辺古絵図

調査区北端で検出したはほ‘東西方向の石組の暗

渠排水溝で、両側に大きな石を立て、その上に大

きな蓋石を載せている。蓋石の隊間は小石で埋め

ている。検出長は 7.8mで、幅は0.5m、高さは0.8

mである。この石組暗渠排水溝の上部には 5.4m

の間隔を開け、 2箇所の開所が設けられている。

開所は溝上 0.6mの高さ に山状に石を組み上げた

もので、その中央に一辺0.35mの筒状方形開口部

を持つ。東側の開所は大きな板石で蓋をし、西側

の開所は蓋石に使用していたとみれる宝医印塔の

地輪か内部に落ち込んでいた。この排水溝の上に

は焼土層が広がっており、天正13年の兵火以前に

築造されたものとみられ、おそらく直線的に西に

延び蓮華谷川に注ぐものとみられる。

b II区の遺構

第13図 I区遺構平面図

大門の西南約70mに 1、レンチを設定し、発掘調査を行った。調査面積は約29吋である。

検出した遺構には、上層で石垣の基底部と考えられるものと道路と考えられるものを、下層では

土坑 1基を検出した。

S F-01 トレンチ上層北東隅で検出した遺構で、石垣の基底部と推定される人頭大の石 3個と

その南西側に約 1mの幅で径 l~2 cmの偏平な小石を敷いたものである。おそら〈蓮華谷川左岸沿

いの枝道とみられる。

SK-01・02 トレンチ下層で検出したもので、 SK-01は不整形、 SK-02は長楕円形を呈し、

いずれも 13~14世紀に属する。

-10-
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第15図 II区遺構平面図

C III区の遺構

大門南側の南に緩やかに傾斜する根来寺駐車場に設けた調査区で、南北のトレンチとこれに直行

するトレンチ 2本を設定し調査を行い、後に重要な遺構部分について調査区を拡張した。発掘調査

面積は約332m'である。

この調査区は、昭和63年に財団法人和歌山県文化財センターが岩出町の委託を受け町道北大池線

改良工事に伴う事前発掘調査を行い、半地下式倉庫や井戸、地鎮遺構などを検出した地点の南に当

1 1 
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第16図 III区遺構平面図
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第17図 S B01実測図

る。検出遺構には溝、半地下式倉庫、埋桶遺構、埋甕遺構、池、石列などがある。

S D-01 南北トレンチの北端で検出した幅0.25m、深さ0.17mを測るやや東に振れる石組みの

溝で、延長約 8mを検出した。溝の埋土には焼土や炭が詰まり、天正の兵火まで機能していた溝で

であることを知ることができる。

S B-01 北側東西トレンチで検出した南北長3.2m、東西幅1.95m、深さ0.75mを測る半地下式

倉庫で、東辺北隅に階段を造り出している。階段の壁際には人頭大の石を並べており、その上には

炭化した木材か残存していた。壁面は同種の他の遺構同様、朱色に焼かれている。なお、床面には

束石が置かれているか、規則性をもって配置されていないことから、建物の中に取り込まれた穴蔵

とみられる。

S X-02 南側東西トレンチで検出した埋甕遺構である。甕は褐釉の掛かった近世の陶器で、便

槽として使用されたものとみられる。

S G-01 調査区中央で検出した池状の遺構で、東西長約 7m、南北長約 5m、深さ 0.5mを測

-13 -
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第18図 S GOI実測図

る。北辺には東西長3.5m、南北長1.5mの張り出したがみられる。池の中央には人頭大の石で楕円

形に囲った長径約2.5m、短径約1.5mの築山とみられる空間が認められる。池の汀には人頭大の石

を2~ 3段積み、護岸としている。しかし、池底には漏水防止のために粘土を貼るなどの形跡や、

導水・排水の施設もなく、また池としての堆

積士も認められないことから空池であ ったと

考えられる。 遺物の出土は皆無に等しいか、

埋土の状態からみて江戸時代のものと思われ

る。

d N区の遺構

大塔の南280mにある現御廟の西側蜜柑畑

に東西と南北に L字形トレンチをに設定し、

発掘調査を実施した。調査面積は約6lm2であ

る。検出した遺構には土坑、埋甕遺構、道が

ある。

S K-01 L字形トレンチの屈曲部分で検

出した方形の土坑で、南北長 3.0m、東西長

2.2m、深さ0.56mを測る。埋土からは近世の 第19図 御廟周辺古絵図

瓦が多量に出土 した。
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ゞ4個体分の理甕の

チの中央部て検出した埋聾遺構て、全容は詞：て遺:・るの：里土からは備前焼大

SX-01 東西トレ；甕穴は径l~1 4m、深さ0スロニロ：：、出土している。出土遺物は16

抜取り穴を検出した。染付、焼土、木炭、赤変した
甕や中国製の白磁、

幅は約1.8mで路面には小石を敷い

世紀後半期のものてあ：。チの西端て検出した南北に走る道寺：：：女、地と道との間にあったと思われる石

S F-01 東西トレ 寺院敷地面に比へ約05m低く、
の焼土や朕か堆精しておりて、機：：）

ている。この道は東側の この道の路面直上には限さ 5cmほと天正の兵火まては道とし

ロニロロこロニ：口：：土廃ロニニをて西:¥I:こ、拡張したものとみられる。

ていたものが、

m ------— 第20図 N区遺構平面図
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遺 物

a I区出土の遺物

(a) 第 1層出土の遺物

表土直下から天正13年の焼土層までの包含層である。この層は、中世の遺物かごく少量混じるか、

そのはとんどは近世の遺物である。

1は伊万里の染付蓋付碗の蓋である。体部内面及び高台内は施釉されているか、高台端部は釉が

拭き取られている。 2も伊万里の製品で、体部に草花文の描かれた、いわゆる〈らわんか茶碗であ

る。 3は備前焼の大甕である。

(b)第 2層出土の遺物

第 1層の下層である天正13年の焼土層である。 4は中国製青磁碗で、高台内及び畳付部以外は施

釉されている。体部は灰色を呈し、釉調は明るい緑色を呈している。 5は中国製染付の皿である。

101は大型の白磁の端反皿である。純白に近い精良な胎土で、釉には光沢があり、畳付の釉のケズリ

も丁寧である。 6は灰白色の胎土に黒褐色の釉の掛かる、美濃瀬戸系の天目茶碗である。口縁端部

はやや丸みを帯び、体部外面の露胎部にはケズリ痕を残さない。 7 • 8 • 102 • 103は土師器小lII1で、

ともに赤橙色を呈し、胎土に礫を含む。 9は瓦質の羽釜である。口縁部から鍔部にかけて浅い凹線

を巡らせ、鍔部から下方はヘラで削っている。内面には横方向の細かい刷毛調整を施す。 104は段顎

の軒平瓦で、瓦当文様は唐草文である。

(C) 第 3層出土の遺物

10 • 11は中国製の染付皿で、ともに外面体部に牡丹唐草文を描く。 10は内底に玉取獅子を描く。

12は体部か直線的に立上り、口縁部か強く屈曲する美濃瀬戸系の天目茶碗である。 13~15はいずれ

も赤橙色を呈し、胎土に礫を含み、強いナデのため口縁部が肥厚するタイプの土師器小lII1である。

(d) SKO I出土の遺物

16は美濃瀬戸系の内面底部に昆虫様の染付文様を持つ褐釉の碗である。高台は比較的丁寧に削り

だされ、畳付は水平に削られている。17は灰釉の水滴である。 18は口径10cm強を測る、小振りの白

色系土師器中皿である。口縁部のナデか強いため、体部中位に段を持つ。 19• 20は小振りの赤色系

土師器中皿である。通有タイプの小皿同様口縁端部か肥厚する。21は甕で、褐釉の施された近世の

陶器である。105は尾の長い巴文に珠文を20珠配した鳥食である。 106は巴文の軒丸瓦である。

(e) SDO I及び振形出土の遺物

22は口縁端部が垂下する常滑焼の甕で、根来寺に搬入された常滑焼甕の最終段階のものである。

23はにぶい赤褐色を呈する備前焼の摺鉢で、口縁端部は上方に引き上げられ拡張されている。24• 

25 • 107は通有の土師器小皿である。26はSDO 1出土の、口縁部かわずかに外反する朝鮮製の碗で

ある。体部外面には灰色の釉を施釉するか、削り痕が明瞭に残る。

b III区出土の遺物

(a) 表土出土の遺物

27 • 28は中国製の青磁碗である。27は口縁部に雷文帯を巡らせ、体部には劃花文が施されるもの

と思われる。28は体部内外面に片切彫の劃花文が施される。

16 -



b 第 1層出土の遺物

29~32は土師器中皿である。33~36は土師器小皿である。37• 108は東播系のこね鉢である。いず

れも口縁端部が上下方にやや拡張されている。

(b) SKIO出土の遺物

38~42、109~111は土師器小皿である。 43は口縁部のナデか強く、口縁部と体部の境界に段を持

つ土師器の中皿である。44• 45は土師質の火鉢である。44は口縁端部を外方に引き出し上端部を水

平にし、体部にはやや丸みを持たせ l条の断面三角形の貼り付け凸帯を巡らせる。45は底部からほ

は垂直に立ち上がる体部に、わずかに 内傾する口縁部を持ち、外面体部にはナデ調整を施すがやや

作りが粗い。46は頚部直下に櫛による波状文の施された備前焼の小型壷である。 112は尾の長い巴文

に珠文16珠を配した軒丸瓦である。

(c)SKl3出土の遺物

47は外面体部に線描連弁文の施された美濃瀬戸系の青磁碗である。胎土は灰白色、 釉は黄色を帯

びたオリーブ色を呈する。 48は外面口縁部に波濤文を巡らせ、外面体部には牡丹唐草文を描く、中

国製の染付碗である。 49~52は土師器小皿である。 49~51は通有タイプ、52は黄白色を呈し、口縁

部か斜め上方に緩やかに立ち上がるタイプので、胎土、焼成とも良好である。

(d) SK I 9出土の遺物

53は近世の丹波焼壷である。口縁部近くに断面三角形の貼付凸帯を巡らせ、口縁端部内側は直線

的に斜め外方に強いナデか施される。

(e) SDO I出土の遺物

54~59は中国製白磁の端反皿である。60は体部外面に牡丹唐草文を、内面底部に掲磨文を猫く、

中国製の染付皿である。

(f) SX03出土の遺物

61は外面口縁部に 6珠 1単位の円形浮文が貼り付けられた瓦質の火鉢である。

-e N区出土の遺物

(a) SKO I出土の遺物

62~64・ 113は中国製磁器である。 62は体部外面に列点文を配する中国製の染付碗、63は内面底部

に牡丹文を描く lIIl、64は白磁の端反皿、 113は呉須手の大皿である。 65は土師器のヘソ皿である。66・

67は唐津焼の碗である。

(b) SB03出土の遺物

68~75・ 114は中国製の白磁皿である。いずれも高台畳付部は内外両面から釉を削り取 り尖った断

面をもつ。70• 73 • 75 • 114の外面底部には福の銘かみられる。76~78• 115 • 116は中固製の染付皿

である。いずれも外面体部口縁端部に 1条、高台近くに 2条の圏線を巡らし、 内面口縁端部に 2条

の圏線を巡らせ、内面底部に牡丹文を描く 。

(c) SFO I出土の遺物

79は中国製青磁の小型壷である。 体部には片切彫の劃花文か施されている。

80は口縁部直下に 2条の沈線か施された中国製青磁の碗である。81は中国製白磁の端反皿である。

84~86 • 117は土師器小皿である。84~86は通有タイプ、 117は口縁がやや内弯するタイプである。
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III まとめ

本年度の調査地点 4ヵ所のうち、 I区では大門に関係する遺構は検出されず、大門のすぐ南側ま

で子院か建てられていたことが判明した。また過去の調査でも、大門の北側、東側にも子院の建っ

ていたことか判明しており、 1日西大門は現大門の建つ地点とはは変わらないであろうことか推測さ

れるに至った。御廟西側のN区でも埋甕遺構が検出されており、御廟に接して子院の建てられてい

たことが判明した。さらに各調査区において天正13年の焼土層や焼土炭混じりの埋土を検出してお

り、兵火後再度整地され近世の子院が再建されていることが明らかになった。

今次の 5ヵ年の調査対象とした地点は、いずれも根来寺にとっては重要な位置を占める子院の

建っていた地域であり、そういう慈味では近世の復興時にいちはやく子院が再建されたものと考え

られる。中世遺構の残存状態の悪いのは、この時の子院敷地の造成か大がかりなものであったこと

を示すものと考えられ、開山期はもちろんのこと隆盛期の根来寺については解明はできなかった。

今回の調査での注目すべき遺構として、次の遺構がある。まとめにかえ、多少の考察を加えて見

たい。

(1) 大門西側の I区で検出した SDO 1は、これまでに検出した暗渠排水溝とは異なり、 開所と

みられるもの 2ヵ所が5.3mの間隔をあけ検出された。特に西側のものには偏平な大石で蓋かしてあ

り、この部分に水を集めるとか、清掃をするためのものとも考えられず、その用途は明確ではない

が、門前にあることからみて幡の柱を立てる据付穴の可能性も残る。

(2) II区で検出した半地下式倉庫はこれまでに20数例が検出されているか、その規格・規模に統

一性がない。共通点としては、壁か焼け赤〈変色していること、収納されていたであ ろう物が見付

かっていないことなどかあげられる。この種遺構の用途については今もって不明といわざるを得な

い。今回検出のこの半地下式倉庫は、建物の床下に設けられた穴蔵様の施設と思われる。

(3) III区で検出した SGO 1は、現存する中世の池やこれまでに検出した池とは異なり、幾何学

的な対象形を呈し、枯山水的な要素を備えており、池内中央の楕円形の空間は築山とみられる。

このうち、半地下式倉庫としたものは、根米山内ではこれまで不動堂以西から20例を越すこの種

の遺構が検出されている。しかし、形態、規模、構造いずれをとっても規則性がなく、その位置に

ついても敷地内において特定されてはいない。ただ共通する点として、周壁すべてが火を受け赤変

していることである。この火を受けた壁はこれまで天正の兵火によるものと考えられてきたか、均

ーに焼けていることや埋置した備前焼大甕に火を受けた痕跡がないことなどから、火災によるもの

ではなく、防湿、壁面強化などの意図を持って焼いたものとみられる。また、その用途については

目下のところ不明といわざるをえないか、大別して備前焼大甕を埋置したものとそうでないものと

があるか、大甕か埋置されたこの種の遺構はその規模が大きい。そのはとんどは単体で上屋を持つ

とは考えられず主屋に取り込まれた形で造られていたものと考えられる。いずれにせよ倉庫という

か貯蔵庫といった性格のものであり、呼称も 「穴蔵」とするほうかよりふさわしいように考えられ

る。ただ、大甕を埋置するとともに、幅50~60cmの棚・小振りの井戸 ・水溜な どの施設を持つ一見

厨房を思わせるようなものもあるため、一概に倉庫というか貯蔵庫としての用途とすることもでき

ないが、その性格については今後子院敷地全面におよぶ発掘調査をまつ必要があろう。
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N 根米寺坊院跡の保存と整備

根来寺坊院跡の保存計画に関しては、平成 3年 3月発行の『根来寺坊院跡一発掘調査10年の歩み』

に詳述されているのでこの保存整備計画（案）を再録しておく 。

史跡指定計画と買収計画

根来寺山内は歴史的景観か比較的良好に保存されてきた。しかし、大規模農道の建設あるいは町

道の整備、さらには、民間等の住宅、店舗等の建設による開発から歴史的景観を保存するには、史

跡指定と根米寺山内の史跡整備を進めなければならない。

根米寺の歴史的景観の保全範囲は現在県道泉佐野岩出線から県緑花センターに至る、いわゆる根

米寺山内とその南北の山塊を含む必要があり、その面積は東西約 1.7km、南北約 1kmの緑あふれる

景観を対象とすべきである。

しかし、土地所有の実態、あるいは開発との緊急な対応から史跡指定の範囲は山内の平地部と南

側の山塊、すなわち前山の北斜面と北側山塊の南斜面を中心とした地域にな ってこよう。

平地部の史跡指定については、宗教法人根来寺有地を中心に、円明寺他主要寺院跡を包括した指

定が必要である。また、この他、発掘調査で確認されている古道、これに面して造営された主要な

坊院跡を指定すべきであろう 。

また、前山については東西に連なる稜線より南斜面の一部を含めた頂稜部と北斜面は城塞的な性

格を保存するために全域指定か望まれる。また北山の南斜面は国指定名称根来寺庭園を含む周辺山

稜部の指定が必要である。

これら指定地は将来史跡公園として整備をすすめ、一般の人々が山内を散策するとき、豊かな自

然環境の中で、根来寺の歴史的記念物を全面的に享受できるに最小限必要な面積でもある。

史跡指定地の買収地域は主に民有地を優先することとし、遺構の露出展示や復原が可能な地域を

対象とする。また必要に応じ寺有地の円明寺等主要寺院のうち土塀や住房等か復元整備できる地域

の買収を進める。

史跡公園整備計画

I 遺構展示地区

発掘調査によ って明確になった坊院跡、古道などを平面的に復原する。坊院跡の全貌が最もよく

わかる例を選び、石垣、門跡、堂跡、住房跡、 倉庫跡などの基礎遺構の露出展示を行い、根来寺坊

院跡特有の埋甕遺構の展示では備前焼大甕を復元焼成し展示するなど実感として理解できるよう図

る。対象地点は桃坂谷、密厳院東部に配し、大阪側の旧和泉街道と東部からの導入に備える。

2 立体復元地区

発掘調査の成果、文献資料などに基づいて、建物、土塁、濠、井戸、庭園などを可能な限り正確

に当初の姿に立体的に復原し、坊院の宗教生活の環境を見学者に視覚的に理解させる展示で、現存

する堂あるいは住房などを活用する方法も検討する。

対象地点は円明寺、大塔周辺、錐鑽不動堂など根来寺の中心地域のほか西側の県道泉佐野岩出線
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からの導入口である大門周辺をあてる。

3 修景地区

未発掘地区は、発堀調査での知見と現状地形、文献資料などを参考にして、できる限り往時の姿

を偲ばせるよう地域住民の協力を得て修景を行う 。

現在の駐車場は芝生、低木を植栽し静的レクリェーションの場とするなど公園利用を再検討する。

なお、人家密集地の周囲には緑地の緩衝地帯を設け、住民の生活を利用者の喧喋からまもるととも

に民家集落と歴史的景観との調和を図る。

4 山林保全地区

自然環境の大部分を占める前山および北山は遠景、中景としても重要なものである。遠景あるい

は借景として活用価値の高い北山は現状を維持する。前山は南門跡の整備地点もあるので、南門跡

への導入を図る山道を整備するとともに、下草、小枝を伐採し、山林に薪炭を求めたであろう往時

の山林を復原する。

5 施設地区

史跡公園の核となるのは宗教法人根来寺と岩出町民俗資料館である。

宗教法人根来寺は往時の根来宗徒の精神を参拝、参観者に訴えるとともに、宗教施設を通じて人々

に精神的な安らぎを与える。また、名勝の庭園なども巡回式に展観できるよう図る。

岩出町民俗資料館は根来寺の歴史を遺構模型展示、遺物展示、ジオラマ等を用いて見学者に学術

的に理解を促すとともに、図書室、資料室などを一般の活用に供し根来塗実習等体験学習の場とす

るなど学術的基地とする。

また、根米寺西部の若もの広場はスポーツの場とともに駐車場や歴史イベントなどの広場として

活用する。更には、県緑花センターでは岩出町民俗資料館での恨来塗の実習などを行うため、漆畑

などを復原するなどして中世根来寺をメインとしたイメージをわきたたせるような展示、活用を図

る。

開発との調整と史跡管理

史跡公園か完成した姿は宗教法人根米寺の土地や諸施設、あるいは民間より公有化した土地、整

備施設などが混在するためその維持管理は種々の方策が考えられるか、最も適当なあり方は、県、

岩出町、宗教法人根来寺が応分の負担を分かちあうため共同出資の法人を組織して公園施設の管理

に当たるのが望ましい。

なお、史跡指定地外の開発には十分な事前調査か必要で、追加指定も考慮に入れた保存対策が望

まれる。史跡指定に至らない場合は、開発構造物は史跡公園地内にふさわしい形状にするなどの配

慮か必要である。
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